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厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
職
員
に

当
該
勧
告
に
係
る
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
同
号
に

定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く

は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
採

取
さ
せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
の

職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く

は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
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第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
検
体
の
提
出
若
し
く

は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第
四
十
五
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
二
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
四
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
み
な
し
て
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一

項
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
又
は
第
五
項
」
を
「
、
第
七
項
又
は

第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」

に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
五
条
第

四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」

を
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
新
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十

六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
の

全
部
又
は
一
部
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
三
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員

に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労

働
大
臣
が
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す

る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
」
の
下
に
「
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
六
条

の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
同
条
第
一
項
又

は
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
同
条
第
一
項

又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
の
下
に
「
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
」
を
、「
規
定
に
よ
り
」
の
下

に
「
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
、」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四

十
四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
十
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
」に
、「
第
三
十
五
条
第
四
項
」

を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
に
対
し
」
の
下
に
「
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、」の
下
に
「
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
」

を
加
え
、「
又
は
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
に
規
定
す
る
措
置
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
六
条

の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で

若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
」
に
改
め

る
。第

五
十
三
条
の
十
四
の
見
出
し
を「（
家
庭
訪
問
指
導
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
こ
と
」
を
「
指
導
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

保
健
所
長
は
、
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
結
核
の
予
防
又
は
医
療
を
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
方
さ
れ
た
薬
剤
を
確
実
に
服
用
す
る
指
導
そ
の
他
必
要
な
指
導
の
実
施

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
三
十
八
第
七
項
中
「
感
染
症
に
関
す
る
試
験
研
究
又
は
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
」
を
「
感
染
症
試

験
研
究
等
機
関
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
号
中
「
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
（
第
十
五
条
第
二
項
を
除
く
。）」
を
「
、
第
十
四
条
の
二
、

第
十
五
条
（
第
二
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。）、
第
十
五
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
三

項
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で

の
規
定
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
の
二

第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
若

し
く
は
収
去
（
こ
れ
ら
が
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
六
条
の
三

第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
事
務
に
要
す
る
費
用

四
の
三

第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
（
こ
れ
ら
が
第

五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
事
務
に

要
す
る
費
用

第
六
十
四
条
第
一
項
中
「
及
び
第
五
項
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
項
」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
の
二
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
」
を
、「
）
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条

の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
」
を
加
え
、「
第
五
十
条
第
五
項
、
同
条
第
七
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
、同
条
第
十
二
項
」

に
、「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
受
理
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
三
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。）若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第

五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
」
を
、「
若
し
く
は
質
問
」
の
下
に
「
、
第
十

六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ

る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
十
四

条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
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